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§１ はじめに 

 点数が低いものほど重視度が高い 項目なし 0～25 ～50 ～75 ～100
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前報に引き続き、居住者が住宅で重視する性能項目や

その重視度合等に着目し、1990 年以降に実施された調査

結果の分析および比較等により居住者意識を把握する。 

§２ 調査年別の住宅性能重視度合の比較 
前報では住宅性能表示制度の表示項目との比較・分析

を行ったが、それ以外の項目を提示した調査や自由記述

による回答による調査 36-47)もあり、本報ではそれらも併

せた分析を行う。また提示した性能項目数により重み付

けが異なると考え、重視順位を質問項目数で除した割合

（0～100％）を算定し、点数化による重視度合として比

較した。なお、この値は小さい値になるほど優先順位が

高い項目であることを示す。 

算出した重視度合を調査年別に整理した。結果を表１

に示す。近年では｢耐火性｣の重視順位が高く、｢耐久性｣

も若干高くなっている。また、｢省エネルギー｣｢結露防

止｣は近年重視順位が高くなった性能項目であることがわ

かる。なお、｢寿命の長さ｣｢居住性｣｢構造の安定｣も近年

重視されている項目である。全体的には一定の傾向はみ

られないが、調査時期・調査対象等によるばらつきが大

きい結果となった。 

また調査で扱われた項目が、調査年別でどのように変

化しているのかといった推移を比較した。「耐震性」は阪

神大震災以降やや増加したものの徐々に項目の扱いが減

少した。「高齢者への配慮」は 1999 年以降急速に多くな

っている。また「広さ」「設備仕様」「周辺環境・景観」

「価格」は調査年の違いが見られない。なお 1999 年以降

に提示項目となった項目としては「維持管理への配慮」

「省エネルギー性」「自然エネルギーの利用」「空気環境」

「間取りの可変性」などがあげられる。このように調査

時期や調査期間によって住宅性能は重視度合もその内容

も変化しているものであることがわかる。 

§３ 同じ性能項目に対する重視度合の比較 
各調査結果を比較すると同項目に対する重視順位が異

なるものも少なくない。結果の一部を表２に示す。 

表２ 重視順位の異なる調査の比較 

｢劣化の軽減｣は今後住宅を建てる予定の人は９項目中

７位の重視順位だが、既購入者は３位と重視順位が高い。

また｢結露防止｣も調査による違いが大きく、近年の調査

で上位となったため、時代変化による影響と考えられる。

｢耐湿性｣｢冷暖房・空調設備｣も同様の結果となった。 

表１ 調査年別の重視度合 
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また｢空気環境･ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ｣は近年の重視度合が高いが、

重視順位の低い調査が1つあった。これは女子大生を対象

としたもので、調査対象の影響によると考えられる。 

§４ 調査対象の属性の違いによる比較 
次に調査対象の住宅種別などの各種属性で整理した結

果を表３に示す。賃貸住宅居住者と分譲住宅居住者にお

ける違いはほとんど見られない。いずれも「間取り」や

「周辺環境」「交通の便」「価格」が重視されている。 

また戸建住宅居住者と集合住宅居住者で比較すると、

両者とも「間取り」「周辺環境」「立地条件」「価格」を重

視し､｢販売担当者や供給者の信頼性｣｢外装｣｢内装｣はあま

り重視しない傾向にあった。また、戸建住宅居住者は｢音

環境｣の順位が高いが集合住宅ではあまり重視されていな

いため、居住者の考える音環境というのは外部騒音であ

る可能性が高いと想定できる。 

§５ 住宅性能の重視度合に関する分析 
60調査のうち5以上の調査で性能項目として扱われ、重

視度合も高い項目は｢構造の安定｣｢風通しのよさ｣｢日当た

りのよさ｣｢駅からの時間｣で、重視度合の低いものは｢将

来の資産価値｣｢売主・不動産会社の信頼性｣｢管理のよさ｣

であった。結果的に居住者の重視する住宅性能は、住宅

性能表示制度に使用されていない項目が少なくない。具

体的には｢交通の便・通勤｣｢周辺環境｣｢広さ｣｢間取り｣｢生

活の利便性｣などの項目が該当し、その重視順位は比較的

高い。全体的に土地決定要因に該当する項目は重視度合

が高い結果である。また１調査での結果ではあるが、｢性

能表示制度の活用｣は重視度合が低く、｢保証｣の重視度合

はかなり高い結果となっている。 

文献３ｂと５ａは性能表示制度項目以外の項目につい

て行った調査であるが、重視順位の高い項目は｢防犯性｣

｢収納力｣である。また文献３ｂは｢日当たりのよさ｣が1位
となり、｢日当たりのよさ｣は性能表示制度の項目に入っ

ていないと理解している居住者が多い。実際には『光・

視環境』の項目に含まれる部分であることから、現在の

性能項目は居住者の理解を得ていない項目や誤解の生じ

ている項目も少なくないと考えられる。文献５ａでも性

能表示制度の項目に存在する｢結露防止｣｢耐湿性｣が重視

順位２位で性能表示制度の項目以外と認識されている。 

§６ おわりに 
本報では居住者が住宅選定時に重視する性能項目につ

いて既往調査を比較・分析した。調査機関ごとに提示性

能項目や順位の異なる部分があること、居住者の重視す

る住宅性能には住宅性能表示制度の項目以外も多いこと

がわかった。また居住者も制度上の性能表示項目につい

て誤解しているものや、重視しない項目も含まれている

ことがわかった。また重視度合は時代の変化による影響

や、世代による意識の違いも含まれることがわかった。 

これらの結果より住宅性能表示項目の再検討の必要性

が感じられる。現在の性能項目に不足している居住者が

期待する性能項目の追加と、居住者にわかりやすい表示

方法の工夫が今後の課題であると考えられる。 
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表３ 住宅種別の重視順位 

＊同じ項目内に二つのポイントがある場合には二つに同じ順位をつけている　例：日当たりのよさ、通風など・・・１　⇒日当たりのよさ・・・・１　通風・・・１

*1 文化女子大学 大学院生 
*2 文化女子大学 住環境学科 専任講師・博士(学術) 
*3 日本女子大学 住居学科 教授・工学博士 

*1 Graduate student, Dept. of Dwelling Environment, Bunka Women’s Univ. 
*2 Lecturer, Dept. of Dwelling Environment, Bunka Women’s Univ., ph. D 
*3 Prof., Dept. of Housing and Architecture, Japan Women’s Univ., Dr. Eng. 
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